
パ
テ
レ
ン
ヤ
シ
キ
伴
天
蓮
屋
慰

金
抑
茜
右
衛

門
坂
の
下
、も
と
制
服
寺
の
附
近
と
い
ふ
。
萄
偲
に
、

切
支
丹
の
従
内
藤
徳
庵

・
宇
喜
多
休
閑

・
昂
川
布
兵

衛
・柴
山
総
兵
衛
等
の
時
間
士
の
第
宅
が
皆
こ
h

に
在

旬
、
首
時
伴
Z
A
辿
を
招
い
て
こ
の
附
近
に
厨
ら
し
め

た
と
い
ふ
が
、
明
ら
か
で
な
い
。

賞
賜
せ
ら
れ
た
。

ハ
ッ
ト
リ
チ
ユ
ウ
ザ
ヱ
モ
ン
服
部
忠
左
衛
門

初
め
柴
町
勝
家
の
臣
で
あ
っ
た
が
、
後
山
附
閑
開
M

に

仕
へ
て
、
入
王
子
攻
誠
に
従
軍
し
、
酋
一
つ
を
取
り
、

太
刀
庇
=
一
ヶ
所
を
到
ひ
、大
龍
寺
仰
に
も
首
一
つ
を
得

て
加
増
せ
ら
れ
た
。

ハ
ッ
ト
リ
ト
サ
ノ
カ

Z

服
部
土
佐
守

初
め
剛
盟

隠
努
吉
に
仕
へ
て
一
一
品
=
一
千
石
を
受
け
、
関
ヶ
原
戦

後
前
田
利
長
に
仕
へ
、
千
王
百
石
を
受
け
、
能
管
に

位
し
た
。

子
奥
市
は
浪
人
し
て
天
正
七
年
裂
し
、
そ

の
子
彦
左
術
門
は
新
知
を
得
て
間
野
氏
宇
一
目
し
た
。

ハ
ッ
ト
リ
ヤ
ゴ
ロ
ウ
服
部
煽
五
郎

資

生

流
十

五
代
の
大
夫
捕
五
郎
友
子
が
晩
年
金
織
に
移
住
し
た

後
、
そ
の
女
子
友
の
栴
と
な
っ
た
人
。
父
は
直
江
菊

三
郎
。
初
名
椴
作
。
服
郎
氏
は
貸
住
家
の
別
姓
で
あ

る
。
明
治
元
年
十
月
八
日
夜
、
行
年
什
七
。
全
性
寺

に
梨
ら
れ
た
。

ハ
ッ
ト
リ
ヨ
エ
モ
ン

服
部
奥
右
衛
門

前
回
綱

紀
に
仕
へ
て
二
百
石
を
領
し
、
武
永
三
年
に
浪
。
子

孫
制
々
滞
に
仕
へ
る
。

ハ
ッ
ト
リ
ヨ
シ
ハ
ル

服
部
可
治

活
抑
制
左
諏
太
。

一苅
利
元
年
借
入
京
が
太
の
後
を
受
け
て
況
百
石
を
領

し
、
江
文
四
年
定
番
頭
に
進
み
、
延
岡
H
去
年
致
仕
し

て
五
十
人
扶
持
を
受
け
、
恕
鉄
と
脱
し
た
。
天
和
二

年
十
一
月
夜
。

ハ
ツ
ピ
ヤ
ク
ピ
hy--

八
百
比
丘
尼

』
シ
ロ
ピ

グ

ユ

白

比
丘
尼
。

ハ
ツ
l

ハ
十

ハ
ト
ガ
イ
ハ
ノ
生
キ
鱒
ヶ
縫
の
選
結
路
記
に
、

石
川
郡
則
前
の
苦
兵
衛

εい
ふ
者
の
家
の
う
し
ろ
は

阿
川
に
臨
み
、
向
か
う
よ
り
柏
崎
J
雌
の
擬
布
前
ち
、

そ
の
絶
叫
品
い
は
ん
方
な
い
と
犯
し
て
阿
る
。
し
か
ら

ば
こ
の
柏
崎
ヶ
四
回
の
躍
は
、
附
川
の
右
岸
で
、
阿
部
限

川
庄
末
村
に
留
す
る
も
の
で
あ
る
。

ハ
ト
ダ
=
オ
ン
セ
ン
鳩
谷
温
泉
』
チ
ユ
ウ
グ

ウ
オ

y
k
y

中
宮
泊
泉
。

ハ
ト
リ
ジ
ン
ジ
ヤ
服
部
紳
社

江
沼
郡
山
代
に

あ
る
。
式
内
等
活
社
記
に
は

『
服
部
制
社
。
式
内
一

枇
。
山
代
村
地
内
服
部
銀
座
。
昨
日
制
披
奇
型
桜
命
。

今
枇
協
同
服
組
。
』
と
あ
る
が
、
後
復
興
し
て
阿
る
。

パ
ト
ロ
ン
ジ
ケ
ン
ほ
と
ろ
ん
事
件

明
治
二
年

大
型
寺
滞
に
起
っ
た
貨
幣
民
迫
電
車
件
を
い
ら
ぬ
。
間
滞

で
は
元
年
頃
か
ら
鉄
抱
土
政
で
五
十
俗
人
の
者
が
こ

歩
金
を
作
。
、J4
所
京
錨
及
び
越
後
地
方
に
輪
出
し
、

大
理
寺
の
小
梅
と
解
せ
ら
れ
て
好
辞
が
あ
っ
た
。
然

る
に
受
年
夏
そ
の
耶
毅
挺
し
た
の
で
、佐
分
利
蔚
・江

守
平
太
夫
・
市
橋
披
江
に
強
恨
そ
命
じ
、
文
佐
分
孫

=一
・大
幸
五
郎
八
・柳
川
伸
縮
之
話
、
及
び
川
人
柿
屋
古
田

兵
街
・京
展
安
兵
衛
・絹
屋
治
助
色
町
京
都
の
滞
邸
に
諮

問
山
せ
し
め
た
。
し
か
し
一
冗
来
こ
の
町
遣
は
、
務
が
行

う
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
石
川
障
は
京
都
に
於
い
て

援
制
連
肋
を
試
み
、
日
つ
市
縮
技
江
に
総
し
て
刈
阪

せ
し
め
、
誌
を
滞
侯
に
及
ぼ
さ
ず
し
て
終
っ
た
。
こ

れ
に
就
き
宗
家
金
却
の
前
削
氏
も
大
に
受
隠
し
、
姻

成
問
司
門
戒
を
泊
じ
て
即
日
策
し
た
こ
と
が
あ
る
や

4
で

あ
っ
た
0

・ハ
ト
ロ
γ
と
は
叩
禦
の
こ
と
で
あ
る
が
、

政
府
が
北
越
職
事
に
製
す
る
パ
ト
ロ

γ
の
輪
迭
を
大

翠
寺
務
に
命
じ
た
際
、
務
は
そ
の
資
金
に
同
期
し
た
録

に
貨
幣
蛇
溢
を
挺
出
し
た
も
の
で
、
こ
の
二
歩
金
を

パ
ト
ロ
y
何
裂
と
耕
し
て
ゐ
た
伐
に
、
パ
l
u
y
m

件
の
名
あ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ナ
ザ
カ
イ
シ
花
坂
石

九
谷
陶
部
の
原
料
と

す
る
も
の
。
文
化
八
年
初
め
て
能
楽
部
花
坂
の
山
頂

よ
り
探
銅
し
、
石
引
先
制
而
岩
の
幾
分
門
司
附
作
用
を
受

け
た
る
も
、
向
岩
豚
を
な
し
て
存
す
る
も
の
で
あ
る
。

後
別
に
新
花
坂
石
を
探
制
し
た
が
、
耐
火
山
民
低
〈
粘

力
少
い
か
ら
今
は
用
ひ
ら
れ
ぬ
。

ハ
ナ
シ
ズ
イ
ヒ
ツ
附
随
筆
三
加
。
森
田
椛
昌

若
。
談
話
随
鉱
と
制
し
た
も
の
も
あ
る
。
元
職

・
間以

永
・正
畑
町
・
写
保
頃
の
奇
談
を
集
め
、
そ
の
活
者
の
名

ハ
ナ
イ
チ
プ
キ
ン
花
一
分
金

↓

キ

Y
カ

金

貨。
ハ
ナ
イ
チ
ブ
ギ
ン
花
一
分
銀

4
ギ
y
カ

銀

匂

4
0

ー

ハ
ナ
カ
ケ
シ
Z
ヅ

鼻

鉄

清
水

石
川
郡
上
野
新

に
あ
る
。

加
賀
古
跡
考
に
、
此
の
活
水
は
勉
坂
の
下

に
あ
っ
て
、
怨
冷
甚
だ
し
く
、
之
を
呑
む
時
は
ぬ
も

川
附
け
る
や
う
に
感
ず
る
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
得
た
と

あ
る
。ハ
ナ
カ
ケ
ド
ウ
鼻
訣
堂

以
京
消
宇
出
一
部
と
字

出
津
山
先
制
と
の
入
合
に
品
川
叫
辻
堂
と
い
ふ
が
あ

り
、

一
方
は
珠
洲
郡
時
長
で
、
こ
の
あ
た
り
を
隔
制

の
界
と
す
る
。
但
し
こ
の
境
界
に
拭
い
て
普
い
た
阿

部
判
官
の
支
部
と
い
ふ
も
の

hmに
存
す
る
の
は
偶

作
で
あ
る
。

ハ
ナ
キ
リ

鼻
切

↓
ミ
ミ
キ
リ
耳
切
。

ハ
ナ
ク
ヨ
ウ
花
供
一
益
金
問
の
制
人
附
阿
見
が
、

京
の
也
被
立
を
建
て
L

か・旬
、
三
且
十
二
日
の
花
供

援
に
、
そ
こ
に
手
向
け
ら
れ
た
祉
中
の
句
を
集
め
た

も
の
で
、
天
川
二
年
を
初
と
し
、
町
政
イ

一
年
以
後

は
菅
札
之
を
綴
ぎ
、
天
保
十
二
年
に
主
る
ま
で
、
指

ね
年
々
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ハ
ナ
サ
カ
花
坂

能
揖
{
柑
料
梅
郷
に
印
刷
す
る
部

即日。

六
八
四

を
も
期
し
て
あ
る
。
そ
の
上
容
は
写
保
十
一
日
ヰ
、
中
・

下
容
は
十
二
年
の
編
。
ま
た
敏
明
随
銃
三
舶
は
、
立川

永
三
年
森
削
良
郷
の
若
で
、
附
随
筆
に
倣
ひ
、
も
と

北
都
立
γ

止
都
子
の
集
め
た
加
子
か
ら
放
悲
し
た
も
の

と
い
ふ
。

ハ
ナ
ゾ
ノ
花
園
鹿
島
郡
大
呑
郷
に
臨
す
る
郎

町問。
ハ
ナ
ゾ
ロ
へ
花
揃

滞
政
の
時
、
七
月
七
日
東

西
本
願
寺
別
院
で
、
伊
百
千
の
生
花

・
武
花
を
仰
列

し
、
之
を
仙
川
町
に
供
す
る
能
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
花

揃
と
名
づ
け
た
。
古
い
時
代
の
立
花
供
養
の
治
風
で

あ
ら
う
。
近
時
八
且
一
日
に
殴
め
て
ゐ
る
0

0

ハ
ナ
タ
テ
ゴ
エ
花
立
越
能
接
部
須
納
谷
山
東

に
在
る
峠
で
、
牛
首
川
沿
岸
の
諸
村
を
漣
絡
す
る
。

高
さ
一

O
一
四
米
。

ハ
ナ
ノ
ア
エ
花
の
兄

一
加
。
金
制
仰
の
俳
人
胸

山
編
。
文
化
四
年
京
勝
同
誌
助
叡
。
編
者
の
風
友
及

び
門
下
の
春
帖
で
あ
る
。

ハ
ナ
ノ
ガ
シ
エ
ウ
花
田
賀
集
一
加
。

金
部
の

例
入
江
放
の
春
帖
で
、
円
前
永
二
年
金
碍
松
浦
入
兵
衛

等
板
。
容
初
に
花
の
認
の
釧
精
一
阪
を
紋
ぜ
、
次
に

渡
句
・附
合
を
集
録
す
る
が
、
そ
の
多
〈
は
加
越
能

三
州
の
人
の
作
で
あ
る。

八
十

一
の
翁
梅
室
の
序
が

あ
る
。
叉
問
者
、
金
開
銀
卯
堂
印
行
、
銘
永
五
年
出

板
の
も
の
が
あ
っ
て
、
容
聞
に
三
年

・
四
年
の
側
結

を
載
せ
て
あ
る
か
ら
、
前
出
二
年
の
も
の
に
縞
〈
わ

け
で
あ
る
。
壬
子
容
白
隣
府
臨
姿
が
序
文
を
省
い
て

ゐ
る
。ハ
ナ
ノ
フ
ル
コ
ト
花
の
故
事
一
般
。
外
胞
に

誹
諮
と
角
醤
が
あ
る
。
例
入
闘
更
の
一
者
。
京
野
町
治

兵
衛
板
。
著
者
が
関
目
し
た
芭
慌
の
消
息
、
也
熊
の

附
A
H
の
駐
併
、
秩
之
坊
が
芭
孫
の
勾
に
感
じ
た
話
、

金
押
仰
の
古
人
の
句
、
そ
の
他
を
録
し
て
あ
る
。
停
は


